


 

別紙                    氏 名  芦原 美佳子    

質 問 事 項 

 

№  １   

 児童館における学習環境の整備について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 こども家庭庁のホームページには、児童館の事業内容として、「児童の健全

な遊び場の確保、健康増進、情操を高めることを目的とした事業」と明記され

ています。 

 本市では、一部の児童館で中高生を対象とした時間延長時に学習を認めてい

るものの、小学生が児童館内で学習を行うことが認められていません。しかし、

児童や保護者から宿題や学習ができる環境が欲しいとの声が寄せられていま

す。昨今、「こども真ん中社会」の理念に基づき、こどもの意見を積極的に聴

き、必要なルールの見直しを行うことが求められています。本市の児童館にお

いても、この理念に沿い、学びの場としての機能を一定程度確保することが可

能か検討するべきではないかと考え、以下伺います。 

 

（１）現行方針の根拠と背景について 

   児童館内での児童の宿題等の学習が認められていない現行方針の根拠

と背景について伺います。 

 

（２）児童館ランドセル来館「ランらん」での学習について 

   児童クラブや民間学童クラブでは児童は宿題等を行っていますが、ラン

らんにおいても、宿題などの学習の場の提供は検討されないのでしょう

か。 

 

（３）ルールの見直しについて 

   児童館はこどもの居場所機能強化のため、関係法令等を踏まえガイドラ

インを改正し、令和７年４月から運用開始となりました。「こども真ん中

社会」の理念に基づき、こどもの意見を聴いて児童館の利用ルールの見直

しを行うことについて、見解を伺います。 

 

（４）学習を可能とすることについて 

   児童館における学習を一定程度認める場合のメリットと課題について、

また学習環境の整備についてお考えを伺います。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  芦原 美佳子    

質 問 事 項 

 

№  ２   

 「あたまの元気まる」の普及促進について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 本市では、認知症予防の一環として、軽度認知障害（ＭＣＩ）を早期に発見

する脳の健康チェックテスト「あたまの元気まる」を実施しています。令和６

年４月から、ＶＲを用いて視線の動きを追跡し、認知機能の状態をチェックす

る方式に検査方法を一新しました。 

 そこで、リニューアルから１年以上が経過した「あたまの元気まる」につい

て、現状や課題、今後の普及促進に向けた取組について伺います。 

 

（１）現在の取組状況について 

   現在の運用・利用状況について伺います。 

 

（２）効果と成果について 

   リニューアルした「あたまの元気まる」の期待される効果や成果につい

て伺います。 

 

（３）課題について 

   初めてＶＲを使用する高齢者などは「難しそう」「不安だ」と感じる方

や、検査方法の理解が十分でないケース等があるとお聞きします。市が把

握している課題について伺います。 

 

（４）普及促進の対策について 

   「あたまの元気まる」の普及により、市民の認知機能向上や健康維持に

寄与し、介護予防の推進につながることを期待していますが、課題への対

応も含め、今後、積極的に普及促進に取り組むべき対策について伺います。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  芦原 美佳子    

質 問 事 項 

 

№  ３   

 維摩池を活用したまちのにぎわい創出について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 尾張旭市の維摩池は、豊かな自然環境を有し、市民の散策や憩いの場として

親しまれています。しかし、高齢者・障がいのある方・子育て中の方々から「よ

り安全で快適な歩行環境を整備してほしい」との要望が寄せられています。ま

た、観光資源としての活用を求める声もあります。このようなニーズに対応し、

維摩池周辺の整備・活用を進めることで、地域の活性化や交流人口の増加につ

なげていくことが重要と考えます。持続可能なにぎわい創出に向けた市の考え

方や今後の取組について伺います。 

 

（１）維摩池の現状と市の基本的な考え方について 

   維摩池の現状（利用状況）や、市として維摩池をどのような役割を持つ

施設と位置付けているか伺います。 

 

（２）維摩池周辺のバリアフリー対応と遊歩道の整備について 

  ア 現状と課題について 

    現在の遊歩道の整備状況と課題認識について伺います。 

  イ 今後の対応について 

    杖や車いす、ベビーカー利用者に配慮した舗装整備の今後の予定につ

いて伺います。 

 

（３）維摩池を観光資源として活用する方策について 

   現状と今後の展望について伺います。 

 

（４）維摩池を核としたまちの活性化の可能性について 

   地域住民や市民団体との協働による魅力づくりの可能性や、事業者との

連携によるにぎわい創出策など、維摩池を核としたまちの活性化の可能性

について、市の見解を伺います。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 

3 



 

別紙                    氏 名  芦原 美佳子    

質 問 事 項 

 

№  ４   

 授乳室の利用環境の整備について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 公共施設や商業施設における授乳室の設置が進む中、本市では「赤ちゃんの

駅」としておむつ交換や授乳が可能な施設を整備・登録しています。市民が子

育て中も安心して外出できる環境づくりを推進するため、現状の運用・利用状

況とともに、今後さらに「搾乳」にも配慮した利用環境の整備を求めたいと考

え、以下伺います。 

 

（１）「赤ちゃんの駅」の現状について 

   公共施設等における「赤ちゃんの駅」の運用・利用状況について、市と

してどのように把握しているか。また、利用に際して、子育て中の御家族

が安心して利用できるよう、どのような配慮や工夫を行っているのか現状

について伺います。 

 

（２）安心して搾乳ができる環境づくりについて 

   乳児を同伴していない母親が搾乳目的で授乳室を利用することへの配

慮・対応について、市としてどのようにお考えでしょうか。授乳室が「搾

乳にも利用可能」であることを明示する表示の導入や啓発について、本市

の対応方針を伺います。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 

4 


